

















Implementation of Science Experiments for Disaster Revival Support
-Collaborated Projects with the Sendai City Observatory "Space-Lab in Kesennuma"-






























加者は定員 80 名（各回 20 名×４回）に対して 48 名で，
定員を下回ってしまったが，平成 22 年度は定員 120
名（各回 20 名×６回）に対して参加者 113 名，平成





















２． 「スペースラボ in気仙沼」 の実施と結果











実施日時：平成 24 年８月 23 日（木）　13:30 ～ 16:00
実施場所：気仙沼市図書館　１階閲覧室
講　　師：笠井香代子（宮城教育大）
登 録 者：25 名


















































































































































































２－２． 仙台市天文台移動天文車 「ベガ号」 による天体
観測会















































































被災地復興支援活動としての理科実験教室の実施 ～仙台市天文台との連携事業「スペースラボ in 気仙沼」～
季節で行う意義が大いにあることを伺わせる．
（２）実施側の体制など
　各望遠鏡にはそれぞれ本学学生を助手として配
置し，望遠鏡の操作や天体の説明などを行った．
これらの助手の学生や講師による丁寧な説明によ
り，説明の理解度についてのアンケート項目（２）
で８割近くが「とてもわかりやすい」という高評
図７． 双眼鏡
図８． 小学校
　　
図４． ベガ号前
図５． ベガ号の中
図６． 小型望遠鏡
価を得たと思われる．
　会場である気仙沼小学校グラウンドは，前述の
ように昼の実験教室を実施した気仙沼市図書館の
すぐ隣であった．本観測会は夜間での活動のため，
参加者は主に自家用車で来場しており，駐車場の
確保や誘導，受付の設営などは，気仙沼市図書館
のスタッフの方々に全面的にご支援をいただいた．
－ 61 －
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３． さいごに
　アンケート結果などより，今回の科学実験教室およ
び天体観測会に参加して，「楽しい」「説明がわかりや
すい」「また参加したい」という肯定的な回答が９割
以上であり，満足度や科学への理解度・期待度などの
高い活動とすることができた．特に，ベガ号が気仙沼
市を訪れたのは，前述のとおり今回が初めてであり，
観測会において事前申込者の約２倍の参加者があった
ことや，アンケート結果の回答や自由記述などより，
未知の科学技術に触れたことに対する驚きや喜びとと
もに，科学への興味関心や理解度が向上したことが伺
える．
　科学技術への理解と信頼は被災復興にとって欠かせ
ない要素の一つであり，被災地の将来を担う児童生徒
を主な対象とした本活動がその一助になったと考えら
れ，また，参加者から次回の実験教室や観測会への具
体的な要望が複数あったことより，今後の継続的な活
動が期待される．
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